
二
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
タ
ー
を
結
ぶ
書
簡

　
　
　
－
統
一
へ
の
試
行
1

（5ア）二つのスポーツインターを緒ぷ書簡

．
第
一
次
大
戦
後
の
国
際
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
は
二
つ
の
頭
を

も
っ
て
い
た
。
「
社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
目

ナ
ル
」
（
通
称
ル
ツ
ェ
ル
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
タ
ー
、
L
S
I
、

一
九
二
〇
年
創
設
）
と
「
赤
色
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
目
ナ
ル
」

（
R
S
I
、
一
九
二
一
年
創
設
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
両
者
は
戦
間

期
に
お
い
て
、
西
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
だ
け
で
な
く
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
バ
レ
ス
チ
ナ
に
も
下
部
組
織
を
広
げ
“
二
〇

〇
万
人
を
越
え
る
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
を
傘
下
に
お
さ
め
た
の

だ
っ
た
。

　
だ
が
、
こ
の
国
際
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
発
展
過
程
は
苦
難

に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
。
運
動
は
「
三
つ
の
戦
線
」
を
同
時
に

か
か
え
こ
ん
で
い
た
。
そ
の
一
つ
は
、
各
国
内
に
お
け
る
「
ブ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
唐
　
　
木
　
　
國
　
　
彦

ジ
冒
ア
的
ス
ポ
ー
ツ
運
動
」
と
の
闘
い
で
あ
る
。
体
制
内
的
な
既

存
ス
ポ
ー
ツ
組
織
は
、
政
府
、
軍
隊
、
企
業
の
支
援
を
受
け
、
労

働
者
の
組
織
化
に
き
わ
め
て
有
利
な
立
場
に
立
っ
て
い
た
。
こ
れ

に
た
い
す
る
会
員
争
奪
戦
と
宣
伝
戦
は
、
各
国
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ

組
織
の
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
。
二
つ
は
、
両
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
タ

ー
間
の
確
執
と
相
克
で
あ
る
。
最
初
ド
イ
ツ
に
始
ま
る
政
治
路
線

選
択
の
争
い
は
、
そ
の
ま
ま
両
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
タ
ー
の
対
立
に
発

展
し
、
ま
さ
に
「
兄
弟
敵
」
の
関
係
を
つ
く
り
だ
し
た
。
い
く
つ

か
の
国
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
が
二
系
列
に
分
裂
し
て
、
互
い

に
カ
を
弱
め
合
う
事
態
を
ま
ね
い
た
。
こ
の
分
裂
と
対
立
に
よ
る

カ
の
分
散
は
、
第
三
の
「
戦
線
」
で
あ
る
反
帝
国
主
義
戦
争
・
反

フ
ァ
シ
ズ
ム
闘
争
に
き
わ
め
て
深
刻
な
影
響
を
与
え
た
。
イ
タ
リ
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1
、
ド
イ
ツ
の
組
織
が
フ
ァ
シ
ス
ト
に
解
体
さ
れ
た
と
き
に
も
、

ほ
と
ん
ど
国
際
的
な
抵
抗
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
「
三
つ
の
戦
線
」
の
う
ち
二
つ
は
、
労
働
者
ス
ポ

ー
ツ
運
動
が
戦
間
期
の
時
代
的
状
況
の
な
か
で
労
働
者
大
衆
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
保
障
す
る
た
め
に
、
不
可
避
の
も
の
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
内
部
分
裂
に
起
因
す
る
第
二
の
「
戦
線
」
も
同
じ
く
不
可

避
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
、
検
討
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

他
の
「
労
働
者
文
化
運
動
」
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
国
際
政
治
運

動
、
労
働
組
合
運
動
の
分
裂
の
連
鎖
現
象
と
し
て
他
律
的
に
労
働

者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
に
分
裂
が
生
じ
た
と
い
う
こ
と
は
一
面
で
い
え

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
何
故
ス
ポ
ー
ツ
組
織
と
し
て
の
白
立
性

が
政
治
運
動
、
労
働
組
合
運
動
に
向
け
て
主
張
で
き
な
か
っ
た
の

か
、
逆
に
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
側
か
ら
事
態
を
分
析
す
る
こ

と
も
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
分
裂
問
題
は
、

と
く
に
政
治
と
ス
ポ
ー
ツ
と
の
関
係
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の

相
対
的
自
立
性
の
問
題
と
し
て
、
第
二
次
大
戦
後
の
ス
ポ
ー
ツ
運

動
に
大
き
な
教
訓
を
残
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
両
イ
ン
タ
ー
の
あ
い
だ
で
の
分
裂
修
復
の

努
カ
、
統
一
へ
の
試
行
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
か
を
見
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
政
治
と
ス
ポ
ー
ツ
と
の
関
係
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
運

動
の
相
対
的
自
立
性
と
い
う
問
題
が
当
事
者
と
し
て
の
両
イ
ン
タ

ー
指
導
者
に
ど
こ
ま
で
自
覚
さ
れ
て
い
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
に

し
た
い
。
な
お
検
討
に
先
立
っ
て
、
今
回
新
た
に
所
在
が
明
ら
か

に
な
っ
た
両
イ
ン
タ
ー
指
導
者
間
の
往
復
書
簡
に
つ
い
て
資
料
的

な
価
値
と
意
味
づ
け
を
し
て
お
き
た
い
。

　
（
1
）
　
＜
o
盲
－
．
Ω
．
＞
．
昏
葦
①
『
一
＞
H
冨
昇
o
鼻
邑
言
『
－
∋
U
彗
冨
9
呂

　
　
〆
a
器
箒
9
0
戸
吊
8
巨
O
目
O
■
目
｛
『
O
冨
；
目
目
胴
膣
畠
票
霊
一
≡
一
＞
〒

　
　
σ
O
岸
O
『
岸
自
岸
自
H
（
－
旨
O
q
l
Ω
．
＞
－
射
｛
ヰ
O
H
）
一
内
0
＝
目
掃
黒
9
目
H
O
N
旧
1
に

　
　
お
い
て
、
政
治
過
程
か
ら
相
対
的
に
自
立
し
た
「
労
働
者
文
化
」
の

　
　
概
念
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
研
究
と
往
復
書
簡
の
位
置

　
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
醐
史
研
究
は
、
一
九
六
〇
年
代
、
ド
イ
ツ

民
主
共
和
国
（
東
ド
イ
ツ
）
の
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
体
育
犬
学
に
お
い

て
集
中
的
に
取
組
み
が
始
ま
る
。
そ
こ
で
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
科
学

の
研
究
部
門
と
し
て
の
身
体
文
化
史
は
、
社
会
主
義
的
国
家
意
識

を
支
え
る
ひ
と
つ
の
構
成
要
素
と
し
て
の
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン

主
義
的
歴
史
像
を
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
に
啓
発
す
る
た
め
に
貢
献
す

＾
1
）

る
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
東
ド
イ
ツ
の
社
会
主
義
建
設
と
そ
こ
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で
の
ス
ポ
ー
ツ
の
役
割
を
過
去
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
か
ら
解

明
し
よ
う
と
す
る
努
カ
が
な
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
六
〇
年
代
の

〃
ベ
ル
リ
ン
の
壁
〃
を
き
っ
か
け
と
す
る
緊
張
関
係
の
な
か
で
、

西
側
の
反
動
化
を
新
た
な
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
徴
候
と
見
て
、
戦
前
、

戦
中
の
赤
色
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
闘
争
の
「
伝
統
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

が
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
研
究
を
支
え
た
の
は
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
市
の
ド
イ
ッ

図
書
館
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
赤
色
ス
ポ
ー
ツ

イ
ン
タ
ー
」
（
R
S
I
）
関
係
の
機
関
紙
、
パ
ン
フ
レ
ヅ
ト
な
ど

は
、
ナ
チ
ス
の
略
奪
と
戦
火
を
ま
ぬ
が
れ
て
利
用
に
供
さ
れ
た
。

ま
た
、
治
安
当
局
の
文
書
も
、
プ
ロ
イ
セ
ン
、
ザ
ク
セ
ン
の
労
働

者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
関
係
の
も
の
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
博
士
論
文

に
資
料
的
な
独
自
性
を
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
た
い
し
て
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
（
西
ド
イ
ツ
）
で
は
、

一
九
六
〇
年
代
末
に
い
た
る
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
研
究
が
進
め
ら
れ

な
か
っ
た
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
、
若
干
の
例
外
を
の
ぞ
い
て
、

西
ド
イ
ツ
で
は
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
再
興
が
放
棄
さ
れ
て
し

ま
っ
た
点
に
あ
る
。
戦
前
の
運
動
は
社
会
民
主
党
か
ら
も
見
放
さ

れ
、
「
市
民
ス
ポ
ー
ツ
運
動
」
に
統
合
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

研
究
対
象
か
ら
も
外
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
と
「
一
ろ
が
、
一
九
六
〇
年
代
末
の
学
生
運
動
の
な
か
で
、
い
わ

ゆ
る
新
左
翼
の
立
揚
か
ら
「
市
民
ス
ポ
ー
ツ
運
動
」
の
批
判
が
提

起
さ
れ
る
に
お
よ
び
、
突
如
と
し
て
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
が
「
発

　
　
　
　
＾
4
〕

見
」
さ
れ
る
。
と
く
に
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
を
中
心
と
す
る
商
業
主
義

的
傾
向
と
東
ド
イ
ツ
と
の
メ
ダ
ル
獲
得
競
争
に
あ
ら
わ
れ
る
国
家

主
義
的
傾
向
が
批
判
の
対
象
と
さ
れ
、
そ
の
「
ア
ル
タ
ナ
テ
ィ
ー

ヴ
ェ
」
と
し
て
、
労
働
者
の
生
活
要
求
か
ら
出
発
し
た
戦
前
の
労

働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
に
光
が
あ
て
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
政
治
学
者
H
・
テ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
は
、
そ
の
西
ド
イ
ツ
に
お
け

る
最
初
の
「
発
見
」
者
で
あ
っ
た
。
彼
の
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
で

の
博
士
論
文
『
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
歴
史
と
構
造
、
一
八
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
三

三
－
一
九
三
三
』
（
一
九
六
九
年
）
は
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
体
育
大

学
図
書
館
を
は
じ
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
各
地
の
文
書
館
を
活
用
す
る

と
と
も
に
、
戦
前
の
組
織
指
導
者
へ
の
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
を
駆
使

し
た
も
の
で
、
政
治
運
動
と
し
て
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
構

造
を
詳
細
に
分
析
し
た
結
果
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
い
で
、

一
九
七
三
年
、
ル
ー
ル
大
単
の
H
・
イ
ー
バ
ー
ホ
ル
ス
ト
教
授
が

『
ド
イ
ツ
に
お
け
る
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
、
一
八
九
三
－
一
九

（
6
〕

三
三
』
と
題
す
る
大
著
を
ま
と
め
る
。
こ
こ
で
彼
は
東
ド
イ
ツ
と

テ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
の
歴
史
記
述
を
政
治
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
側
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面
を
強
調
し
す
ぎ
た
と
批
判
を
し
て
、
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
を

「
社
会
・
文
化
史
」
的
な
観
点
か
ら
再
構
成
し
て
と
ら
え
直
そ
う

と
す
る
。
そ
の
結
果
、
東
ド
イ
ツ
と
は
逆
に
社
会
民
主
党
系
の

「
ル
ツ
ェ
ル
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
タ
ー
」
（
L
S
I
）
と
ド
イ
ツ
の

労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
体
育
中
央
委
員
会
（
Z
K
）
の
路
線
を
現
在
の

社
会
民
主
党
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
と
の
連
続
性
に
お
い
て
把
握
す
る

結
論
を
導
き
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
二
れ
ら
二
人
の
先
駆
者
の
資

料
に
は
ひ
と
つ
の
共
通
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
ら
の
一
次
資
料

の
大
半
が
、
か
つ
て
労
働
者
体
育
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
本
部
（
ラ
イ
ブ

ツ
ィ
ヒ
）
で
出
版
局
の
賛
任
者
を
し
て
い
た
H
・
ダ
ス
が
収
集
し

た
も
の
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ダ
ス
は
、
戦
後
、
労
働

者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
が
西
ド
イ
ツ
で
途
絶
え
、
資
料
が
分
散
し
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
憂
慮
し
、
一
九
六
五
年
以
来
、
か
つ
て
の
指

導
者
お
よ
び
会
員
が
私
蔵
し
て
い
る
機
関
紙
、
バ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

文
書
類
、
そ
の
他
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
出
版
物
を
系
統
的
に
収
集
し

た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
国
際
組
織
関
係
に
つ
い
て
、
長
ら
く
L
S

I
の
事
務
局
長
の
任
に
あ
っ
た
ベ
ル
ギ
ー
の
J
・
デ
ブ
リ
ー
ガ
ー

の
遺
品
を
ゆ
ず
り
受
け
た
。
ダ
ス
自
身
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
用
い

て
、
一
九
六
六
年
、
六
七
年
の
二
回
に
わ
た
っ
て
、
「
A
T
U
S

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ヱ

イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
目
ン
L
と
魑
す
る
パ
ン
フ
レ
ヅ
ト
を
出
版
し

て
、
戦
前
の
運
動
の
概
要
と
連
合
軍
占
領
時
代
に
運
動
組
織
が
再

建
さ
れ
な
か
っ
た
事
情
を
世
間
に
知
ら
せ
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、

ダ
ス
は
老
齢
の
た
め
、
そ
れ
以
上
自
分
で
資
料
を
か
か
え
て
い
る

こ
と
を
断
念
し
、
ド
イ
ツ
関
係
の
も
の
を
「
A
T
U
S
目
録
」
、

国
際
関
係
の
も
の
を
「
S
A
S
I
目
録
」
に
分
類
、
整
理
し
、
一

九
六
七
年
以
来
数
回
に
分
け
て
ボ
ン
市
内
の
社
会
民
主
党
文
書
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

に
そ
っ
く
り
寄
贈
し
た
の
で
あ
っ
た
。
H
ニ
ア
ィ
ン
マ
ー
マ
ン

と
H
・
イ
ー
バ
ー
ホ
ル
ス
ト
が
利
用
し
た
の
は
、
実
は
こ
の
ダ
ス

の
「
目
録
」
に
載
せ
ら
れ
た
資
料
で
あ
り
、
ダ
ス
の
努
カ
が
な
け

れ
ば
西
ド
イ
ツ
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
研
究
そ
の
も
の
が
不
可
能
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
社
会
民
主
党
文
書
館
で
は
独
自
な
分
類
で
文
献
学
、

司
書
挙
の
観
点
か
ら
「
目
録
」
を
再
構
成
し
、
欠
如
部
分
を
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
補
足
し
、
さ
ら
に
戦
後
の
関
連
文
献
を
加
え
て

『
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
』
と
題
す
る
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に

　
　
　
＾
9
〕

ま
と
め
た
。
そ
れ
は
同
時
に
蔵
書
目
録
で
も
あ
る
。
こ
こ
に
収
め

ら
れ
て
い
る
資
料
は
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
お
よ
ぴ
ベ
ル
リ
ン
に
あ
る

政
府
・
公
安
関
係
の
文
書
と
、
お
そ
ら
く
モ
ス
ク
ワ
に
あ
る
と
恩

わ
れ
る
赤
色
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
議
事
録
を
の
ぞ
け
ぱ
、
世
界
で
も
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（61）二っのスポーツインターを結ぷ書簡

っ
と
も
完
壁
な
一
次
資
料
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
西
ド
イ
ツ
で
は
、
ほ
か
に
ケ
ル
ン
体
育
大
学
中
央
図
書
館
に
労

働
者
ス
ポ
ー
ツ
の
コ
レ
ク
シ
目
ン
が
あ
る
。
こ
れ
は
戦
前
の
ベ
ル

リ
ン
体
育
専
門
学
校
の
蔵
薔
と
ド
イ
ツ
体
育
連
盟
（
D
T
）
の
図

書
を
移
管
し
た
も
の
で
あ
り
、
社
会
民
主
党
文
書
館
の
も
の
と
ほ

　
　
　
　
　
　
　
面
）

と
ん
ど
重
複
し
て
い
る
。
ま
た
、
ボ
ン
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究

所
図
書
館
に
は
、
ダ
ス
が
重
複
し
て
所
有
し
て
い
た
蔵
書
と
、
一

九
二
五
年
の
第
一
回
労
働
者
才
リ
ン
ビ
ヅ
ク
大
会
の
記
録
映
画
が

残
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
ド
ル
ト
ム
ン
ト
の
内
外
労
働
者
文
学
研

究
所
に
は
、
当
地
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
カ
ル
テ
ル
の
会
長

で
あ
っ
た
W
・
ビ
ュ
ル
ガ
ー
（
一
八
九
二
－
一
九
七
八
）
の
遺
品

が
一
九
八
O
年
六
月
か
ら
公
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
は
、

ド
ル
ト
ム
ン
ト
市
内
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
総
会
議
事
録
、

会
員
名
薄
、
会
計
薄
、
写
真
、
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
が
あ
り
、

ク
ラ
ブ
の
日
常
的
な
活
動
を
知
る
た
め
に
貴
重
な
費
料
を
提
供
し

　
　
＾
u
〕

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
西
ド
イ
ツ
で
も
労
働
者

ス
ポ
ー
ツ
運
動
研
究
を
可
能
に
す
る
資
料
的
な
蓄
積
が
で
き
て
き

た
わ
け
で
あ
る
が
、
国
際
組
織
に
つ
い
て
の
一
次
資
料
は
ま
だ
限

定
さ
れ
て
い
る
。
さ
き
の
社
会
民
主
党
文
書
館
の
蔵
書
目
録
も
印

刷
さ
れ
た
出
版
物
に
限
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
八
○
年

七
月
、
筆
者
は
遇
然
の
こ
と
か
ら
、
社
会
民
主
党
文
書
館
で
未
整

理
の
ダ
ス
の
収
集
資
料
の
書
類
ケ
ー
ス
か
ら
、
手
紙
の
東
を
発
見

し
た
。
そ
れ
は
ダ
ス
の
「
目
録
」
に
も
載
っ
て
い
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。

　
手
紙
は
L
S
I
の
事
務
局
長
デ
ブ
リ
ー
ガ
ー
が
所
有
し
て
い
た

も
の
で
、
電
報
を
加
え
る
と
五
〇
通
あ
る
。
そ
の
大
半
は
モ
ス
ク

ワ
の
R
S
I
本
部
と
同
ベ
ル
リ
ン
支
部
か
ら
の
も
の
、
L
S
I
か

ら
R
S
I
へ
の
手
紙
の
写
し
で
あ
る
。
ほ
か
に
L
S
I
の
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ー
支
部
か
ら
の
も
の
が
五
通
あ
る
が
、
全
体

と
し
て
L
S
I
と
R
S
I
と
の
往
復
書
簡
築
で
あ
る
と
い
ウ
て
よ

い
。
用
い
ら
れ
て
い
歪
言
語
は
、
L
S
I
か
ら
は
フ
ラ
ン
ス
語
、

R
S
I
か
ら
は
ロ
シ
ア
語
と
ド
イ
ツ
語
で
あ
り
、
部
分
的
に
ド
イ

・
ツ
語
訳
が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
こ
れ
は
L
S
I
の
事
務
局
会
議
で
議

論
を
す
る
さ
い
に
、
ド
イ
ッ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ

キ
ア
の
代
表
者
の
た
め
に
翻
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
L
S
I
と
R
S
I
と
の
あ
い
だ
の
手
紙
文
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
若
干
労
働
者
ス
ポ
r
ツ
組
織
の
機
関
紙
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
公
開
さ
れ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
の
「
労
働
者
体
育
ス
ポ
ー
ツ
新

＾
1
2
〕

聞
」
に
は
必
要
に
応
じ
て
R
S
I
へ
の
攻
撃
材
料
と
し
て
手
紙
が
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橋論叢 第八十八巻 第四号　（62）

引
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
α
ま
た
、
一
九
二
四
年
に
出
版
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
3
〕

た
R
S
ー
ド
イ
ツ
支
部
の
バ
ン
フ
レ
ヅ
ト
「
交
換
書
簡
」
に
も
両

イ
ン
タ
ー
の
手
紙
が
一
〇
数
通
公
開
さ
れ
、
L
S
I
へ
の
攻
撃
材

料
に
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
三
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
R
S

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
4
〕

1
の
ア
ク
サ
ミ
ッ
ト
が
編
集
し
た
．
「
書
簡
集
」
に
は
、
三
〇
年
代

の
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
統
一
戦
線
へ
の
動
向
が
盛
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
・
一
九
二
〇
年
代
前
半
か
ら
一
九
三
〇
年
代
半
ば
ま
で

の
両
イ
ン
タ
ー
の
生
の
主
張
を
書
き
つ
ら
ね
た
サ
イ
ン
入
り
、
書

き
込
み
入
り
の
手
紙
の
現
物
が
得
ら
れ
た
意
味
は
大
き
い
。
組
織

統
一
の
交
渉
過
程
、
交
渉
の
決
裂
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
た
い
す
る
状

況
判
断
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ン
タ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ
観
な
ど
、
こ
れ
ま

で
公
開
さ
れ
な
か
っ
た
興
味
あ
る
内
容
を
含
ん
で
お
り
、
先
の

「
三
つ
の
戦
線
」
の
構
造
的
把
握
を
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
も

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
節
で
は
、
両
イ
ン
タ
ー
の
成
立
、
発
展

の
過
程
を
年
代
記
的
に
追
い
な
が
ら
、
こ
の
往
復
書
簡
が
交
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歪
〕

た
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
で
の
意
義
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

（
1
）
　
Ω
．
卑
罫
昌
自
．
嘗
．
（
－
弓
o
q
．
）
一
肉
－
o
巨
o
■
冒
｝
巨
o
冨
豊
9
肉
9
－

　
潟
H
ぎ
写
…
昌
o
菩
o
昼
■
o
号
㌧
o
目
岩
s
‘
ω
ω
．
8
－
ド

（
2
）
　
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ド
イ
ツ
労
働
者
ス

　
ポ
ー
ツ
運
動
の
成
立
条
件
と
塞
本
理
念
」
、
中
村
敏
雄
他
編
『
ス
ポ

　
ー
ヅ
ナ
シ
冒
ナ
リ
ズ
ム
』
犬
修
館
書
店
、
一
九
七
八
。
二
九
九
、
三

　
〇
〇
ぺ
ー
ジ
参
照
。

（
3
）
益
－
申
；
薄
戸
老
胃
自
曽
智
繁
彗
｛
昌
争
岩
む
ぎ
ぎ
o

　
＞
昏
呉
雪
名
o
H
亭
o
幸
①
o
目
目
目
晒
～
巨
一
ぜ
o
尋
ま
覇
彗
竃
冨
｛
“
一
ひ
．
旨
．

　
－
ψ
N
o
．
N
．
ω
ω
－
H
N
N
l

（
4
）
＜
胴
一
．
尉
腎
昌
o
自
－
顯
－
一
著
o
H
↓
巨
ω
冨
津
岩
ま
豪
旨
毒
一

　
軍
彗
巨
昌
（
芦
H
暑
9
自
．
－
．
ヨ
閉
g
竃
扁
－
峯
9
篶
員
串
o
－
g
彗
－
・

　
m
o
孟
宍
腎
潟
寿
己
言
H
＋
o
鶉
竺
8
罫
ε
N
昌
Ω
鶉
o
ヴ
ざ
g
Φ
o
畠

　
＞
ま
9
箒
『
毛
昌
暗
一
9
o
覇
o
目
岩
ご
．

（
5
）
　
声
ヨ
冒
昌
雪
旨
竃
P
O
鶉
O
巨
O
－
宥
冒
ρ
望
昌
犀
…
O
雪
＞
『

　
冨
岸
o
冨
電
斗
冨
峯
Φ
o
q
冒
目
胴
H
0
．
o
ω
1
ε
竃
一
＞
巨
彗
＆
昌
晒
一
ミ
ω
一

（
6
）
F
豪
9
旨
o
尋
一
軍
討
o
ず
し
邑
二
冨
寿
冒
ρ
幕
ξ
皇
o

　
＞
H
一
〕
9
ぎ
H
唱
o
H
ま
o
峯
晶
自
■
o
竈
ぎ
U
碧
痔
o
巨
顯
目
μ
H
0
0
8
1
岩
ε
一
U
誌
・

　
叩
o
巨
o
ユ
］
1
ψ
N
ω
一

（
7
）
甲
U
篭
（
巨
o
q
1
）
一
＞
H
C
ω
－
H
邑
o
冒
註
o
P
昏
雷
－
．
目
－
N
．

　
目
凹
■
目
o
く
雪
H
ま
ミ
ミ
ー

（
8
）
匡
U
邑
一
〇
自
茎
彗
窒
目
邑
自
轟
N
胃
O
馨
暮
算
o
ま
H
芽
・

　
冨
津
智
－
H
≡
目
－
自
目
O
ω
弓
O
き
一
〕
O
幸
O
O
q
昌
O
q
L
日
旨
富
昌
ぎ
｛
O
墨
5
色
㎝
－

　
器
畠
g
生
；
g
o
穴
o
買
鶉
り
o
目
忌
冒
昌
H
Ω
鶉
o
巨
g
富
o
o
『
o
Φ
鼻
－

　
窒
す
彗
ξ
σ
呉
宵
冨
姜
o
日
昌
。
司
一
声
企
二
冒
ニ
ミ
9
ω
ω
一
お
1
筆

（
9
）
ξ
冨
豪
鶉
喝
・
亭
毫
o
o
。
冒
。
・
も
旦
雰
黒
彗
穿
き
冨
9
o
巨
尉
o
睾

　
ω
巳
U
旨
g
｝
o
吋
ρ
窪
＞
昌
巨
く
皿
o
胃
ω
畠
ぎ
－
血
目
U
血
冒
o
吋
墨
ε
9
｝
o
目
目

　
筍
o
0
H
l

（
1
0
）
　
｝
　
＜
、
脾
－
汗
o
目
㌔
句
．
　
0
5
自
㎜
－
　
田
旨
o
巨
o
｝
－
く
o
H
■
9
o
巨
目
涼
－
　
田
0
H
－
目
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（63） 二つのスポーツインターを緒ぷ書簡

番号

Nr
N正

Nr
Nr
Nr
Nr，

Nr．

Nr．

Nr．

Nr．

Nr．

Nr．

Nr．

Nr．

Nr．

Nr．

Nr，

Nr．

Nr．

Nr．

Nr．

Nr．

Nr．

Nr，

Nr．

Nr．

Nr．

Nr．

Nr．

Nr．

Nr．

Nr．

　1

　2

　3

　4

　5

　6

　7

　8

　9

10

11
12
13
14
15

16
17
18
19
20

21
22
23
24
25

26
27
28
29
30

31

32

Nr．33
Nr．34
Nr，35

Nr’36
Nr．37
Nr．38
Mr39
Nr．40

Nr．41
Nr．42
Nr．43
Nr．44
Nr．45

Nr．46
Nr．47
Nr．48
Nr．49
Nr．50

　　　目　付　　　発信地　　　　発信者　　　　受領者　　　受領地　　旨量五

1924・3－19B・・li・　Wild㎜g　　D・・1i・g・・　F16m　　D
1924．5．8　F16ron　　　Devlieger　　　　Lieske　　　　Beエ1in　　　　F
1924．5．20　Berlin　　　Lieske　　　　　Devlieger　　　F16ron　　　　F
9－50Uhr　　1Moskau　　　FSI　　　　　　　SASI　　　　　　　　　　　　　F
1924．6．9　Moskau　　　RSI　　　　　　　Devlユeger　　　F16ron　　　　F

1924．6．ユ8　F16ron　　　Devlieger　　　　RSI　　　　　Moskau　　　F
1924一ア．7　F16ron　　　Devueger　　　　RSI　　　　　　Moskau　　　F
1924－7．8　Moskau　　Rel】ssner　　　　Dev］ieger　　F16ron　　　　D
ユ924一ア。21　F16ron　　　Devlieger　　　　Rellssner　　　Moskau　　　F
1924．8．20　Moskau　　　Rellsslユer　　　　SASI　　　　　F1さron　　　　F

1924．8－27　Berlin　　　Lieske　　　　　Dev1ieger　　　F16ron　　　　D
1924・9・1　F16ron　　　Dev1ieger　　　　RSI　　　　　Mo昌kau　　　F
1924・9・20　F16ron　　　Devlieger　　　　Reussner　　　Moskau　　　F
1925－6－3　Moskau　　Mechonischin　SASI　　　　刑命on　　　D
1925．10．23　Vgl－ATZ　　Nr．22

1925－6．3　Moskau　　　Lie昌ke　　　　　　SASI　　　　　F16ron　　　　D・
1925．6．7　Vg1．ATZ　　Nr．162
1925－7－15　Moskau　　RSI　　　　　　SASI　　　　　F工6ron　　　　F
1925．8．3　F16ron　　　SASI　　　　　　RSI　　　　　Moskau　　　F
1925－10．8　Moskau　　　RSI　　　　　　　SASI　　　　　刑6ron　　　　F

ユ925・ユ0・17M。昌k・・　RSI　　　SASI　　（A・・w・i・）D
1925・10・21　F16正on　　　Devlieger　　　　Reus5ner　　　Moskau　　　F
1925．11一ユ　Moskau　　RSI　　　　　　LSI　Kongr．　Paris　　　　F
1926・4・23　Mailand　　Amo丑　　　　　　Devlieger　　　　　　　　　　F
1926．4－28　Moskau　　　Reussner　　　　Devlieger　　　F1さron　　　　D

1926．5－18　Berlilユ　　　Kom－Jug．Dt．Devlieger　　F1さron　　　D

1926－5．21Mo畠kauRSIIMehringLSI　F16ronD
1926．6．2Mo昌kauReussnerDev1iegerF1さronDユ926．6．8　Paris　　　　RSI　　　　　　　Devliege正　　　　　　　　　　F
1926－6．14　Mailand　　Amo丘　　　　　Dev1ieger　　　　　　　　　　F

1926．6－16MoskauMehring　LSI　Flさro皿D
灘滞燃瓢豊1塁、茗1空and搬、：叢d・Bund・・・…t・・dd・

1926．9．30MoskauMehringDevliegerFlさronD
1926，12．25MoskauRo昌enkoua．Ge］1ertLeipzigD
1927－1．27　Moskau　　　Rozenko　u－a．　Dev工iege正　　　F16正on　　　　R

1927．4．5　Moskau　　　Pawlow　u－a．　Devlieger　　　F1さron　　　　D

1927．6．28MoskauPaw1ow　LSI　F16ronDユ92アー7．28　Mo昌kau　　　Reus呂ner　u．a．　LSI　　　　　　F16ron　　　　F
1927．　7．30　F肥ie　Pres5e　StraBburg

1927．7，15　5．Vollsitzu口g　des　Exekutivko皿itee5d　RSI　　　　　　　D
1929・11・16B㎡・f…It・1i・…　D・vH・g・・（・i・htv・・h・・d㎝）

1929．12－4　］V［ilano　　　Amo丘　　　　　Dev1ieger　　Br血ssel　　　F
1935・10　M。・k・・　R・・p伽i・・　D・v1i・g・・　B・lgiq・　F
1935．ユ1－26　Moskau　　Rasp祈vine　　　Devlieger　　　　　　　　　　F
ユ935！36　　　Resolution　du　Consei］National　sur　rUlユite　Intemationa1e
FSGT　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F

1936　　　　J1」山s　Deutsch　an　Mosk乱u（nioht　vorha皿den）

1936．6．10　　　　　　　　Deutsoh　　　H．R．f．P．　Moskau　　　　D

1936．6．13　DeutschRSIPragD1936．6．ユ5　DelltschSatusBernD1936．6．27　　　　　　　Deutsch　　　Aksamit　　　Prag　　　　　　D
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岩
さ
一
に
そ
の
貝
録
が
あ
る
。

（
u
）
　
－
自
卑
津
自
片
｛
箏
『
ら
o
自
雰
〇
一
一
〇
自
自
o
閏
自
餉
扇
自
畠
眈
o
旨
o
＞
、
一
〕
o
岸
。
、
．

冥
竃
旨
’
書
一
匡
冒
雲
・
。
・
宰
冒
o
ま
U
冒
言
冒
忌
・
ξ
．

童
奪
－
ぜ
貫
・
昌
O
冒
旨
｝
婁
晶
昌
叩
冒
津
目
旨
二
§
・

（
1
2
）
　
苧
げ
筆
胃
H
自
冒
N
o
津
冒
鵬
（
唐
げ
岩
岩
＞
、
げ
黒
。
、
H
…
。
一

　
自
目
o
ω
勺
o
ユ
　
N
色
ゴ
』
目
㎝
）
　
O
お
嘗
■
　
o
9
　
＞
H
d
ω
　
－
o
o
o
ω
1
乞
8
・

　
く
O
目
－
1
岩
畠
一
Z
『
－
S
…
尾
『
・
H
ひ
ド

（
1
3
）
　
峯
鶉
藍
岨
o
耳
奉
ま
・
肉
ω
一
ω
o
旨
、
奉
蓋
争
邑
、
ま
蜆
争
雪

　
射
O
需
ぜ
昌
計
－
旨
富
冒
里
戌
昌
芭
－
O
…
口
■
昌
耐
昌
睾
ぜ
O
、
汁
．
H
目
↓
。
、
．

　
ヨ
円
ま
o
自
巴
9
国
0
H
旨
自
自
冒
］
■
o
N
ω
－

（
1
4
）
　
O
．
＞
片
望
目
津
（
～
o
q
l
）
一
d
冒
9
o
■
｛
巨
ま
忌
蜆
＞
、
訂
ま
、
．

　
｛
o
ま
－
里
冨
～
o
g
邑
・
考
ぎ
g
目
ま
・
肉
ω
H
…
ρ
ま
、
ω
＞
留

　
昌
旦
王
暮
U
o
ぎ
冒
竃
“
彗
墨
目
目
－
…
口
q
一
市
轟
o
・
o
．
』
．

（
∬
）
　
H
・
ダ
ス
の
分
類
に
よ
る
往
復
書
簡
（
使
用
言
語
、
D
H
ド
イ

　
ツ
語
、
F
H
フ
ラ
ン
ス
語
、
R
…
ロ
シ
ア
語
）
は
右
一
覧
表
参
照
。

二
　
両
イ
ン
タ
ー
の
発
展
過
程
と
統
一

へ
の
試
行

　
二
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
タ
ー
の
「
関
係
」
に
視
点
を
定
め
て
国

際
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
発
展
過
程
を
時
代
区
分
す
る
と
す
れ

ぱ
、
お
よ
そ
つ
ぎ
の
五
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。
H
第
一
次
大
戦
ま

で
の
準
備
期
、
H
一
九
二
〇
・
二
一
年
の
創
設
期
、
⇔
一
九
二
四

年
か
ら
一
九
二
七
年
夏
に
か
け
て
の
相
対
的
安
定
期
、
㈲
一
九
二

七
・
二
八
年
か
ら
の
決
定
的
分
裂
期
、
㈲
一
九
三
三
年
か
ら
の
統

一
模
索
期
。
前
節
で
触
れ
た
両
イ
ン
タ
ー
の
往
復
書
簡
は
、
右
の

目
、
㈲
、
㈲
の
段
階
に
交
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
イ

ン
タ
i
の
成
立
過
程
に
お
け
る
理
念
問
題
を
押
え
て
お
く
た
め
に

H
、
⇔
に
つ
い
て
も
簡
単
に
振
返
っ
て
お
こ
う
。

　
H
準
備
期
。
第
一
次
大
戦
前
の
一
九
二
二
年
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ゲ

ン
ト
に
お
い
て
「
第
一
回
社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
国
際

会
議
」
が
開
催
さ
れ
る
。
こ
れ
が
後
の
「
ル
ツ
ェ
ル
ン
．
ス
ポ
ー

ツ
イ
ン
タ
ー
」
（
L
S
I
）
の
結
成
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。

当
時
ベ
ル
ギ
ー
で
は
、
秩
会
主
義
体
育
連
盟
と
そ
の
青
少
年
組
織

「
人
民
の
子
」
に
わ
ず
か
五
〇
〇
〇
人
の
会
員
を
か
か
え
て
い
た

だ
け
で
あ
る
が
、
す
で
に
一
九
一
〇
年
以
前
か
ら
ド
イ
ツ
．
ル
ー

ル
地
方
、
フ
ラ
ン
ス
北
部
地
方
と
ク
ラ
ブ
単
位
で
の
自
然
境
生
的

な
交
流
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
着
目
し
た
社
会
主
義
体
育
連
盟
の

G
・
ブ
リ
ド
ゥ
ー
は
、
ベ
ル
ギ
ー
を
仲
介
し
て
ド
イ
ツ
と
プ
ラ
ン

ス
と
を
結
び
つ
け
、
人
的
な
連
絡
網
を
つ
く
る
。
そ
し
て
一
九
一

二
年
八
月
一
一
日
、
第
ニ
イ
ン
タ
ー
事
務
局
に
「
ブ
ル
ジ
目
ア
ジ

ー
と
資
本
主
義
か
ら
〈
中
立
〉
な
」
国
際
ス
ポ
ー
ツ
組
織
連
合
を

結
成
す
る
こ
と
の
了
解
を
も
と
め
る
。
続
い
て
同
ニ
ハ
日
、
各
国

の
第
ニ
イ
ン
タ
ー
支
部
に
賛
否
を
問
う
。
そ
の
結
果
、
ド
イ
ツ
、
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イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
賛
成

　
　
　
　
　
＾
1
）

の
回
答
を
得
た
。

　
一
九
二
二
年
の
「
第
一
回
社
会
主
義
労
働
者
ス
ポ
。
ー
ツ
マ
ン
国

際
会
議
」
に
は
、
右
の
賛
成
国
の
う
ち
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
の
ぞ
く

四
力
国
が
参
加
し
た
。
新
た
に
国
際
組
織
を
結
成
す
る
こ
と
を
決

め
、
そ
の
目
的
、
事
業
内
容
に
つ
い
て
翌
一
四
年
八
月
ケ
ル
ン
で

の
会
議
で
検
討
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
第
一
次
大
戦
の
勃
発
で

中
止
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
準
備
期
に
お
い
て
、
L
S
I
が
第
ニ

イ
ン
タ
ー
と
の
関
係
を
結
ぶ
道
が
つ
け
ら
れ
た
こ
と
は
重
視
さ
れ

　
　
＾
2
）

て
よ
い
。

　
H
創
設
期
。
戦
後
、
一
九
一
九
年
、
再
び
ブ
リ
ド
ゥ
ー
に
よ
っ

て
国
際
組
織
化
の
「
研
究
会
」
が
ベ
ル
ギ
ー
の
サ
レ
ー
ン
で
開
催

さ
れ
る
。
こ
こ
で
L
S
I
の
大
要
が
決
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
「
す

べ
て
の
社
会
主
義
的
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
友
好
関
係
樹
立
」
と
「
ブ

ル
ジ
ヨ
ア
連
盟
か
ら
青
少
年
を
連
れ
も
ど
す
こ
と
」
が
提
唱
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
す
で
に
こ
の
と
き
、
「
財
政
状
態
が
許
す

な
ら
、
五
年
毎
に
労
働
者
オ
リ
ン
ピ
ヅ
ク
を
開
催
す
る
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

捉
案
が
フ
ラ
ン
ス
代
表
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
。

　
一
九
二
〇
年
九
月
一
四
・
一
五
日
の
L
S
I
創
設
会
議
に
は
、

ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、

ス
イ
ス
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ブ
ァ
キ
ア
の
七
力
国
が
参
加
し
た
。
こ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

で
大
略
つ
ぎ
の
決
定
が
な
さ
れ
る
。

一
、
名
称
「
ス
ポ
ー
ツ
体
育
国
際
労
働
者
連
合
」
。
二
、
目
的
「
労

働
者
、
と
り
わ
け
青
年
男
女
に
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ト
ゥ
ル
ネ
ン
、

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
を
奨
励
し
宣
伝
す
る
こ
と
」
。
「
す
べ
て
の

国
の
体
育
分
野
に
お
い
て
、
資
本
主
義
、
ナ
シ
国
ナ
リ
ズ
ム
、
箪

国
主
義
に
反
対
す
る
闘
争
を
す
す
め
る
こ
と
」
。
三
、
資
本
主
義

社
会
と
そ
の
政
府
に
つ
ぎ
の
要
求
を
す
る
。
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
連

盟
の
承
認
と
援
助
お
よ
ぴ
「
完
全
な
る
活
動
の
自
由
」
の
保
障
。

学
校
体
育
の
重
視
と
教
授
の
自
由
。
「
す
べ
て
の
国
民
諸
階
層

（
く
o
自
嚢
o
巨
o
巨
①
）
へ
の
十
分
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
十
分
な
自
由

時
間
の
保
障
」
。
鉄
道
運
賃
割
引
、
青
少
年
宿
泊
施
設
、
競
技
会
入

場
税
の
撤
廃
の
実
現
。
四
、
社
会
主
義
政
党
お
よ
ぴ
労
働
組
含
へ

の
要
望
。
各
国
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
要
求
を
「
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
の
生
存
の
た
め
の
利
益
」
の
た
め
に
金
カ
を
あ
げ
て
実
現

す
る
こ
と
。
党
員
、
組
合
員
は
「
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
・

ク
ラ
ブ
」
に
所
属
し
な
い
こ
と
。

　
こ
の
「
ル
ツ
ェ
ル
ン
決
議
」
α
特
徴
は
、
第
一
次
大
戦
の
経
験

か
ら
反
戦
と
青
年
労
働
者
の
教
育
を
基
調
に
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運

動
を
組
織
化
し
よ
う
と
し
た
点
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
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各
国
政
府
の
努
カ
に
期
待
し
た
諸
要
求
と
、
そ
れ
の
実
現
を
と
り
。

わ
け
社
会
主
義
政
党
に
要
請
し
た
点
は
、
後
に
「
コ
ム
ニ
ス
ト
反

対
派
」
と
の
論
争
の
種
に
な
る
。

　
対
す
る
「
赤
色
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
タ
ー
」
（
R
S
I
）
は
、
翌
一

九
二
一
年
六
月
二
二
日
－
七
月
一
二
日
開
催
の
コ
、
、
、
ン
テ
ル
ン
第

三
回
世
界
大
会
を
機
に
し
て
結
成
さ
れ
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
運
動
組
織
と
し
て
の
R
S
I
の
前
史
は
、
ソ
連
で
は

な
く
、
む
し
ろ
ド
イ
ツ
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
当
時
ソ
連
で
組

織
的
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
従
事
し
て
い
た
の
は
赤
軍
兵
士
と
学
童
生

徒
で
あ
っ
て
、
独
自
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
は
ま
だ
展
開
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
三

て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
ド
イ
ツ
で
は
、
政

治
的
路
線
の
対
立
が
す
で
に
一
九
一
九
年
初
頭
か
ら
現
わ
れ
、
新

た
な
国
際
組
織
に
結
集
す
る
勢
カ
が
生
ま
れ
て
い
た
。

　
一
九
一
九
年
の
ス
バ
ル
タ
ク
ス
団
二
月
闘
争
L
に
加
わ
っ
た

ペ
ル
リ
ン
最
大
の
ク
ラ
ブ
「
フ
ィ
ヒ
テ
」
は
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の

労
働
者
体
育
ス
ポ
i
ツ
連
盟
（
A
T
U
S
）
本
部
の
方
針
に
逆
っ

て
革
命
路
線
を
と
り
、
「
コ
ム
ニ
ス
ト
反
対
派
」
を
形
成
す
る
。

同
年
開
催
さ
れ
た
A
T
U
S
第
二
一
回
総
会
で
、
こ
の
「
反
対

派
」
は
「
政
治
党
派
的
中
立
」
を
主
張
す
る
連
盟
幹
部
と
対
立
す

る
が
、
翌
二
〇
年
三
月
の
カ
ソ
プ
一
撲
に
よ
っ
て
一
旦
対
立
が
緩

和
さ
れ
る
。

　
一
九
二
一
年
一
月
一
五
・
：
ハ
日
、
イ
エ
ナ
で
開
催
さ
れ
た
第

一
回
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
会
議
の
席
上
、
ド
イ
ツ
の
L
S
I
加
盟
を

提
案
し
た
F
・
ヴ
ィ
ル
ド
ゥ
ン
ク
ら
A
T
U
S
幹
部
と
「
反
対

派
」
は
、
真
正
面
か
ら
対
立
す
る
。
「
反
対
派
」
は
、
ソ
連
を
排

除
し
た
ベ
ル
ギ
ー
社
会
民
主
党
系
指
導
者
（
G
・
ブ
リ
ド
ゥ
ー
）

に
牛
耳
ら
れ
る
L
S
I
は
「
黄
色
イ
ン
タ
ー
」
の
一
部
で
あ
り
、

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
革
命
精
神
」
に
反
す
る
「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
．

修
正
主
義
」
の
組
織
で
あ
る
と
し
て
、
L
S
工
加
盟
反
対
決
議
案

を
提
出
す
る
。
こ
の
決
議
案
が
否
決
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
「
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

対
派
」
は
新
た
な
国
際
組
織
の
緒
成
を
決
意
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
一
九
二
一
年
の
R
S
I
創
設
会
議
に
は
、
ソ
連
、
ド
イ
ツ
、
フ

ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ー
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ブ
ァ
キ
ァ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
代
表
が
参
加
し
た
。
こ
こ
で
R

S
I
の
目
的
と
し
て
確
認
さ
れ
た
の
は
、
「
既
存
の
労
働
者
ス
ポ

ー
ツ
組
織
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
革
命
に
奉
仕
さ
せ
る
こ
と
」
お
よ
ぴ

「
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
ー
キ
的
」
S
I
か
ら
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織

の
脱
退
L
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
R
S
ー
モ
ス
ク
ワ
本
部
に
は
、
コ

ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
会
代
表
を
常
駐
さ
せ
、
会
長
は
ポ
ド
ヴ
ォ

イ
ス
キ
ー
（
ソ
連
）
が
選
出
さ
れ
、
事
務
局
長
に
は
B
．
リ
ー
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＾
ヱ

ス
ケ
（
ド
イ
ツ
）
が
着
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
う
し
て
二
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
タ
ー
は
、
政
治
的
に
は
L
S

I
1
1
第
二
、
第
二
半
イ
ン
タ
i
1
－
社
会
民
主
党
系
列
、
R
S
I
m

第
三
イ
ン
タ
ー
H
共
産
党
系
列
に
あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
創
設
期
に
は
ま
だ
両
者
は
遮
断
さ
れ
た
関

係
に
は
な
か
っ
た
。
R
S
I
事
務
局
長
の
リ
ー
ス
ケ
は
社
会
民
圭

党
系
幹
部
が
支
配
す
る
A
T
U
S
の
本
部
役
員
の
ま
ま
で
あ
っ
た

し
、
ベ
ル
リ
ン
を
中
心
と
す
る
「
反
対
派
」
も
A
T
U
S
に
加
わ

づ
て
い
た
。
さ
ら
に
両
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
タ
ー
の
組
織
規
模
を
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
〕

す
る
と
、
R
S
I
は
L
S
I
の
十
分
の
一
に
満
た
な
か
っ
た
か
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
、
競
技
会
の
開
催
な
ど
の
場
面
で
会
員
は
依

然
と
し
て
同
じ
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
、
R
S
I
の
創
設
は
、
会
員
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
上
の
必
要

か
ら
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
L
S
I
に
た
い
す
る
政
治
戦
略
的
な

意
味
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
⇔
　
一
九
二
西
年
か
ら
の
相
対
的
安
定
期
を
特
徴
づ
け
る
の
は
、

第
一
回
労
働
者
オ
リ
ン
ピ
ヅ
ク
大
会
（
一
九
二
五
年
七
月
二
四
日
、

　
　
　
＾
9
）

L
S
I
主
催
）
と
「
独
ソ
・
ス
ポ
ー
ツ
協
定
」
（
一
九
二
六
年
八

月
三
日
）
で
あ
ろ
う
。
R
S
I
は
オ
リ
ン
ピ
シ
ク
大
会
に
参
伽
こ

そ
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
参
加
を
め
ぐ
っ
て
両
イ
ン
タ
ー
の
ひ

ん
ぱ
ん
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
実
現
に
つ
な

が
る
の
で
あ
る
。

　
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
で
第
一
回
労
働
者
オ
リ
ン

ビ
ヅ
ク
大
会
を
開
催
す
る
と
い
う
決
定
は
、
ち
ょ
う
ど
三
年
前
の

一
九
二
二
年
七
月
二
六
日
、
L
S
I
国
際
会
議
（
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
）

で
な
さ
れ
た
。
こ
こ
で
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
R
S
I
の
参
加
で

面
）

あ
る
。
一
九
二
四
年
四
月
二
五
日
、
両
イ
ン
タ
ー
代
表
は
こ
れ
に

つ
い
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
協
議
会
を
も
つ
。
席
上
、
L
S
I
側

は
両
イ
ン
タ
ー
の
「
併
合
」
（
句
富
一
9
）
に
よ
っ
て
R
S
I
参
加

を
自
動
的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
が
、
R
S
I
側
は
オ
リ
ン
ビ
ヅ

ク
共
催
を
経
て
「
合
併
」
（
く
O
冨
昌
冒
9
N
昌
O
口
）
す
べ
き
だ
と
主

　
＾
u
）

張
す
る
。
こ
の
即
時
「
併
合
」
論
と
段
階
的
「
合
併
」
論
と
の
意

見
調
整
の
過
程
が
前
節
で
紹
介
し
た
往
復
書
簡
の
前
半
部
分
二
二

通
に
残
さ
れ
て
い
る
（
以
下
、
書
簡
番
号
は
H
・
ダ
ス
に
よ
る
）
。

　
一
九
二
四
年
五
月
八
日
、
L
S
I
事
務
局
長
デ
ブ
リ
ー
ガ
ー
は
、

先
の
即
時
「
併
合
」
論
を
「
階
級
闘
争
に
使
命
感
を
も
つ
す
べ
て

の
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
に
受
け
入
れ
可
能
な
条
件
」
だ
と
し
て
、

重
ね
て
R
S
I
の
意
向
を
閲
う
（
書
簡
二
）
。
同
年
六
月
九
日
、

R
S
I
は
つ
ぎ
の
「
五
原
則
」
の
も
と
に
両
イ
ン
タ
ー
同
数
委
員

に
よ
る
オ
リ
ン
ビ
ソ
ク
組
織
委
員
会
を
編
成
す
る
こ
と
を
提
案
す
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る
（
書
簡
五
）
。

一
、
体
育
（
穴
o
｛
實
實
き
＝
昌
o
司
）
を
階
級
闘
争
の
手
段
と
し
て
役

立
て
る
こ
と
。

二
、
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
は
、
断
固
と
し
て
「
ブ
ル
ジ
冒
ア
ス

ポ
ー
ツ
運
動
」
に
挑
戦
す
る
こ
と
。

三
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
軍
国
主
義
、
7
ア
シ
ズ
ム
、
反
動
に
た
い
し
、

固
い
統
一
戦
線
を
も
っ
て
対
決
す
る
こ
と
。

四
、
資
本
主
義
諸
国
の
戦
争
威
嚇
に
反
対
し
て
闘
う
こ
と
。

五
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
の
い
か
な
る
連
合
も
拒
否
し
、
資
本
主

義
の
廃
止
と
労
働
者
階
級
の
勝
利
の
た
め
に
闘
う
こ
と
。

　
L
S
I
側
は
、
こ
の
「
五
原
則
」
は
「
ル
ツ
ェ
ル
ン
決
議
」
の

精
神
に
一
致
す
る
も
の
と
評
価
し
、
R
S
I
が
L
S
I
に
「
帰

還
」
す
る
か
、
「
コ
ム
ニ
ス
ト
イ
ン
タ
ー
」
に
残
る
か
の
選
択
を

す
る
こ
と
を
も
と
め
る
（
書
簡
六
、
七
）
。
こ
こ
で
は
、
R
S
I

が
L
S
I
か
ら
の
分
裂
組
織
で
あ
り
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
・
の
下
部
組

織
に
な
う
て
い
る
と
い
う
L
S
I
側
の
判
断
が
露
骨
に
示
さ
れ
て

い
る
。
R
S
I
側
は
こ
れ
に
反
発
し
て
、
L
S
I
こ
そ
ド
イ
ツ
と

エ
ル
ザ
ス
H
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
で
「
体
系
的
な
分
裂
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
展
開
し
て
い
る
で
は
な
い
か
と
反
撃
す
る
（
書
簡
九
）
。

二
こ
で
よ
う
や
く
共
通
の
基
盤
を
見
い
出
し
か
け
た
両
イ
ン
タ
ー

は
、
自
己
弁
謹
と
主
流
争
い
に
移
っ
て
し
ま
う
（
書
簡
一
〇
、
一

一
）
。

　
つ
い
に
L
S
I
は
、
一
九
二
四
年
九
月
一
四
日
、
ウ
ィ
i
ン
事

務
局
会
議
で
つ
ぎ
の
三
点
を
「
全
員
一
致
」
で
決
定
し
て
し
ま
う

（
書
簡
一
三
）
。

一
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
L
S
I
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
目
ン
で
あ
る
。

二
、
同
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ヘ
の
参
加
資
格
は
、
L
S
I
加
盟
組
織
の

み
に
隈
定
す
る
。

三
、
い
か
な
る
国
の
組
織
も
、
L
S
I
の
原
理
を
認
め
．
「
そ
れ
に

ふ
さ
わ
し
い
態
度
」
を
と
る
努
カ
を
す
る
な
ら
、
L
S
I
に
自
由

に
加
盟
で
き
る
。

　
一
九
二
五
年
六
月
、
ソ
連
体
育
最
高
評
議
会
議
長
メ
ヒ
目
ノ
シ

ン
か
ら
「
最
初
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
家
、
最
初
に
実
際
上
の
労
働

者
・
農
民
政
府
を
も
つ
国
家
、
地
球
上
の
六
分
の
一
を
し
め
る
国

家
を
第
一
回
国
際
労
働
者
オ
リ
ン
ピ
ヅ
ク
か
ら
排
除
し
て
し
ま
う

の
は
、
ま
っ
た
く
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
利
益
に
し
か
な
ら
な
い
」
と
し

て
、
ソ
連
の
オ
リ
ン
ピ
ヅ
ク
参
加
要
求
を
す
る
（
書
簡
一
四
）
。

ま
た
、
同
年
七
月
一
五
日
、
R
S
I
会
長
ポ
ド
ヴ
ォ
イ
ス
キ
ー
か

ら
、
戦
争
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
危
機
を
前
に
し
て
両
イ
ン
タ
ー
の
統

500
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一
を
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
時
期
に
L
S
I
が
オ
リ
ン
ビ
ヅ
ク
参

加
拒
否
の
「
最
後
通
告
」
を
送
り
つ
け
て
き
た
こ
と
を
重
く
見
て
、

つ
ぎ
の
二
点
を
L
S
I
に
伝
え
る
（
書
簡
一
八
）
。

一
、
L
S
I
指
導
部
と
協
議
す
る
た
め
の
代
表
団
を
た
だ
ち
に
派

遣
し
、
統
一
促
進
の
具
体
的
な
足
場
固
め
を
す
る
用
意
が
あ
る
。

二
、
協
議
の
可
能
性
が
ほ
と
ん
ど
な
い
場
合
は
、
R
S
I
の
ス
ポ

ー
ツ
マ
ン
を
何
人
か
第
一
回
労
働
者
オ
リ
ン
ピ
ヅ
ク
に
送
り
、

「
R
S
工
の
す
べ
て
の
組
織
が
国
際
労
働
者
農
民
ス
ポ
ー
ツ
体
育

戦
線
の
確
立
に
向
け
て
ゆ
る
ぎ
な
い
意
志
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を

“

テ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
目
ン
す
る
」
。

　
つ
ま
り
、
L
S
I
内
部
に
ソ
連
参
加
を
支
持
す
る
組
織
（
ド
イ

ッ
、
イ
タ
リ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
イ
ス
、
エ
ル
ザ
ス
ー
ー
ロ
ー

ト
リ
ン
ゲ
ン
）
が
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
L
S
I
指
導
部
に
〃
ゆ

さ
ぷ
り
”
を
か
け
た
り
、
労
働
者
オ
リ
ン
ピ
ヅ
ク
を
R
S
I
の
逆

宣
伝
の
場
に
す
る
と
”
お
ど
し
〃
を
か
け
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
れ
は
す
べ
て
徒
労
に
終
つ
た
。
第
一
回
労
働
者
オ
リ
ン
ビ

ヅ
ク
大
会
は
、
ソ
連
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
チ
ェ
コ
ス
ロ

ヴ
ア
キ
ア
の
R
S
I
組
織
を
排
除
し
た
ま
ま
、
一
九
二
五
年
七
月

二
四
日
に
敢
行
さ
れ
た
。

祭
典
の
後
、
残
る
課
題
は
た
だ
一
つ
、
統
一
問
題
で
あ
っ
た
。

も
は
や
L
S
工
も
こ
の
課
題
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
く
な

つ
た
。
八
月
三
日
、
L
S
I
は
「
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
大
衆
の
統
一

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
与
え
ら
れ
た
唯
一
最
良
の
方
法
」
と
し

て
、
「
す
ぺ
て
の
ロ
シ
ア
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
の
仲
間
に
た
い
し

て
、
無
条
件
で
、
他
国
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ス
ポ
i
ツ
マ
ン
と
同
列

の
資
格
で
、
門
戸
を
開
く
」
こ
と
を
表
明
す
る
（
書
簡
一
九
）
。

こ
れ
に
た
い
し
て
R
S
I
は
、
「
新
た
な
世
界
戦
争
の
危
機
」
、

「
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
諸
国
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
状
態
の
悪
化
」
・

「
ブ
ル
ジ
冒
ア
的
、
フ
ア
シ
ズ
ム
的
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
強
化
」
、
「
反

ソ
ブ
ル
ジ
目
ア
統
一
戦
線
の
企
て
」
な
ど
を
理
由
に
、
「
特
別
な

条
件
は
何
ら
設
定
せ
ず
に
」
両
イ
ン
タ
ー
統
一
の
検
討
に
入
る
こ

と
を
要
求
す
る
（
書
簡
二
〇
）
。
同
時
に
R
s
I
は
一
〇
月
三
〇

日
に
開
催
さ
れ
る
L
S
ー
バ
リ
会
議
で
統
一
問
題
を
協
議
す
る
た

め
代
表
者
を
派
遣
す
る
旨
申
し
入
れ
る
が
拒
否
さ
れ
る
（
書
簡
二

二
）
。

　
バ
リ
会
議
で
は
大
略
つ
ぎ
の
三
点
か
決
議
さ
れ
る
。

一
、
L
S
I
支
部
が
存
在
し
な
い
諸
国
と
の
競
技
会
を
承
認
す
る
。

た
だ
し
、
「
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
的
、
政
治
的
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ヨ
ン
お
よ
び
政
党
と
の
公
式
交
流
を
慎
む
こ
と
」
。

二
、
L
S
I
か
ら
分
裂
し
た
連
盟
と
の
競
技
会
は
許
さ
な
い
℃
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三
、
現
時
点
に
お
い
て
R
S
I
と
の
統
一
（
向
巨
o
目
目
目
o
o
）
は
不
可

　
　
＾
”
〕

能
で
あ
る
。

　
こ
の
決
議
か
ら
、
L
S
I
指
導
都
の
戦
略
が
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な

る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
項
に
お
い
て
ソ
連
を
別
椿
扱
い
に
し
て
交

流
を
す
す
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
L
S
工
内
部
の
ソ
連
支
持
勢
カ

を
押
え
、
あ
わ
よ
く
ぱ
ソ
連
を
自
陣
営
に
引
き
つ
け
る
こ
と
を
ね

ら
い
、
第
二
項
に
お
い
て
「
分
裂
し
た
連
盟
」
を
あ
く
ま
で
も
異

端
視
し
て
、
R
S
I
が
分
裂
主
義
者
の
集
ま
り
で
あ
る
こ
と
を
公

言
し
、
第
三
項
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
分
裂
主
義
者
が
支
配
す
る

R
S
I
と
は
当
面
統
一
間
題
に
つ
い
て
協
議
し
な
い
、
と
い
う
見

解
に
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ソ
連
と
の
交
流
を
認
め

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
ね
て
か
ら
R
S
I
が
主
張
し
て
い
た
段
階

的
「
合
併
」
論
に
L
S
I
が
一
歩
近
づ
い
た
こ
と
に
も
な
っ
た
。

と
い
う
の
は
、
一
九
二
六
年
に
入
っ
て
か
ら
、
ド
イ
ツ
労
働
者
体

育
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
は
二
回
に
わ
た
っ
て
ソ
連
と
の
首
脳
会
談
を
行

な
い
、
同
年
八
月
三
日
「
独
ソ
・
ス
ポ
ー
ツ
協
定
」
を
結
ぷ
。
ソ
連

テ
ィ
ー
ム
は
こ
の
ド
イ
ツ
の
ほ
か
、
フ
ラ
ン
ス
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
と
交
流
し
、
そ
の
種
目
も
サ

ヅ
カ
ー
、
陸
上
競
技
、
射
撃
、
ボ
ク
シ
ン
グ
な
ど
多
岐
に
わ
た
ウ

た
。
そ
し
て
、
交
流
が
重
な
る
に
し
た
が
っ
て
国
際
統
一
ル
ー
ル

を
取
り
決
め
る
必
要
が
生
じ
、
ま
っ
た
く
ス
ポ
ー
ツ
上
の
理
由
か

ら
両
イ
ン
タ
i
が
統
一
組
織
の
た
め
の
協
議
を
せ
ざ
る
を
え
な
く

な
づ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
共
同
事
業
か
ら
統
一
会
談
を
経

て
両
イ
ン
タ
ー
の
統
一
へ
、
と
い
う
段
階
的
「
含
併
」
論
の
路
線

で
あ
っ
た
（
書
簡
二
五
、
二
六
、
二
七
、
二
八
、
二
九
参
照
）
。

　
㈲
決
定
的
分
裂
期
は
、
ソ
連
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
た
い
す
る

L
S
I
の
思
惑
外
れ
と
、
あ
く
ま
で
も
統
一
の
た
め
の
合
同
会
議

開
催
を
主
張
す
る
R
S
I
の
提
案
が
拒
否
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て

訪
れ
る
。

　
一
九
二
六
年
六
月
以
来
、
R
S
I
は
再
三
に
わ
た
っ
て
L
S
I

と
の
合
同
会
議
を
要
求
す
る
が
（
書
簡
三
一
、
三
三
）
、
L
S
I

側
は
ソ
連
と
の
交
流
を
認
め
た
の
が
「
最
大
の
譲
歩
」
で
あ
っ
て
、

バ
リ
会
議
の
原
則
よ
り
一
歩
も
先
に
■
進
め
な
い
と
す
る
。
ま
た
、

L
S
I
は
、
国
際
統
一
ル
ー
ル
を
議
論
す
る
た
め
の
「
国
際
技
術

会
議
」
を
同
年
一
二
月
二
六
日
ド
イ
ツ
で
開
催
す
る
が
、
形
式
的

に
ソ
連
を
招
待
し
た
だ
け
で
実
際
に
は
参
加
で
き
な
い
日
程
を
押

し
つ
け
た
。
と
い
う
の
は
、
開
催
の
わ
ず
か
三
日
前
に
招
待
状
が

ソ
連
に
送
り
付
け
ら
れ
た
た
め
、
会
議
ま
で
に
入
国
ビ
ザ
が
取
得

で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
（
書
簡
三
三
、
三
四
、
三
五
）
。

　
ソ
連
に
た
い
す
る
L
S
I
の
硬
直
化
に
は
、
L
S
I
自
身
の
思

502
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惑
外
れ
が
あ
っ
た
。
ソ
連
テ
ィ
ー
ム
は
最
初
パ
リ
会
議
の
第
一
項

に
あ
る
よ
う
に
政
治
的
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
「
慎
し
む
」

か
に
見
え
た
が
、
交
流
を
重
ね
る
に
し
た
が
っ
て
R
S
I
の
宜
伝

隊
の
役
割
を
は
た
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
後
方
で

糸
を
引
い
て
い
る
R
S
I
は
、
統
一
相
手
と
し
て
信
頼
で
き
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
B
〕

と
い
う
判
断
を
持
ち
始
め
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
二
七
年
四
月
に
入
っ
て
、
R
S
I
は
自
ら
国
際
統
一
ル
ー

ル
を
検
討
す
る
「
技
術
会
議
」
を
開
催
し
、
L
S
I
を
招
待
す
る

（
書
簡
三
六
）
。
さ
ら
に
六
月
二
八
日
、
七
月
二
八
日
の
二
回
に

わ
た
っ
て
、
「
反
帝
国
主
義
戦
争
」
、
「
反
ブ
ル
ジ
冒
ア
ス
ポ
ー
ツ

運
動
」
、
「
反
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
オ
リ
ン
ビ
ヅ
ク
」
の
た
め
に
両

イ
ン
タ
i
の
統
一
を
重
ね
て
訴
え
る
（
書
簡
三
七
、
三
七
－
A
）
。

し
か
し
、
L
S
I
は
八
月
五
日
か
ら
ヘ
ル
シ
ン
キ
で
開
催
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
4
〕

第
四
回
大
会
で
つ
ぎ
の
決
定
を
す
る
。

一
、
「
大
会
は
パ
リ
決
議
を
確
認
す
る
。
モ
ス
ク
ワ
・
イ
ン
タ
ー

と
の
合
併
は
、
双
方
に
お
い
て
対
立
を
緩
和
す
る
試
み
を
何
ら
行

な
っ
て
こ
な
か
ウ
た
た
め
、
今
目
な
お
不
可
能
と
考
え
る
」
。

二
、
「
大
会
は
、
一
九
二
八
年
の
ス
パ
ル
タ
キ
ア
ー
ド
を
共
産
党

の
行
事
で
あ
る
と
認
め
、
」
S
I
の
諸
連
盟
の
参
加
を
禁
止
す

る
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
同
時
に
こ
の
大
会
で
L
S
I
は
名
称
を
「
社
会
主
義
労
働
者
ス

ポ
ー
ツ
イ
ン
タ
ー
」
（
S
A
S
I
）
と
改
め
、
続
く
第
五
回
大
会

（
プ
ラ
ハ
、
一
九
二
九
年
）
で
第
ニ
イ
ン
タ
ー
に
加
盟
を
決
め
る
。

こ
の
決
定
の
影
響
を
直
接
受
け
た
の
は
、
ド
イ
ツ
で
あ
っ
た
。
一

九
二
八
年
八
月
、
A
T
U
S
理
事
会
は
「
コ
ム
ニ
ス
ト
会
員
」
の

除
名
を
決
め
、
翌
年
一
一
月
ま
で
に
三
二
〇
〇
〇
名
を
除
名
す
る
。

こ
こ
で
排
除
さ
れ
た
「
コ
ム
ニ
ス
ト
会
員
」
を
中
心
に
、
一
九
二

九
年
五
月
二
九
日
、
「
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
再
統
一
の
た
め
の
連
合
」

（
I
G
、
一
九
三
〇
年
に
「
赤
色
ス
ポ
ー
ツ
統
一
闘
争
連
合
」
K

G
と
な
る
）
を
結
成
す
る
。

　
こ
う
し
て
R
S
I
も
ま
た
統
一
へ
の
道
を
放
棄
す
る
こ
と
に
な

る
の
だ
が
、
こ
の
時
点
で
の
L
S
I
に
た
い
す
る
評
価
に
つ
い
て
、

一
九
二
九
年
七
月
一
五
日
開
催
さ
れ
た
第
五
回
R
S
I
執
行
委
員

会
で
の
討
論
内
容
が
参
考
に
な
る
。
そ
の
要
点
は
つ
ぎ
の
と
お
り

　
歪
）

で
あ
る
。

一
、
L
S
I
の
基
本
課
題
は
、
「
統
一
的
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動

を
つ
き
崩
し
て
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
の
道
具
に
再
編
す
る
」
こ
と
に
あ

る
。

一
、
R
S
I
の
課
題
は
、
「
修
正
主
義
分
裂
活
動
」
を
続
け
る
L

S
I
指
導
者
と
の
闘
争
に
あ
る
。
「
」
S
I
を
改
革
し
て
、
よ
り
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よ
い
遣
へ
導
い
て
い
け
る
の
だ
と
い
う
幻
想
は
誤
り
で
あ
る
L
。

「
」
S
I
指
導
者
と
の
闘
争
な
く
し
て
統
一
は
不
可
能
で
あ
る
L

一
、
R
S
I
の
戦
術
。
L
S
I
内
都
で
反
対
派
を
形
成
し
て
い
る

支
都
、
会
員
は
、
「
革
命
的
政
策
を
貫
け
る
可
能
性
が
な
い
か
ら

R
S
I
に
す
み
や
か
に
入
る
べ
き
」
で
あ
る
。

　
働
　
統
一
模
索
期
は
、
一
九
三
三
年
五
月
、
ド
イ
ツ
の
労
働
者

ス
ポ
ー
ツ
組
織
が
す
べ
て
解
体
さ
れ
て
し
ま
っ
た
後
、
一
九
三
五

年
三
月
、
両
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
タ
ー
の
会
議
が
再
開
さ
れ
る
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
る
。

　
ド
イ
ッ
の
K
G
（
I
G
）
を
失
っ
た
後
、
R
S
I
は
モ
ス
ク
ワ

本
都
と
プ
ウ
ハ
事
務
局
と
に
分
か
れ
て
L
S
I
（
S
A
S
I
）
と

の
連
絡
を
と
る
。

・
一
九
三
五
年
一
〇
月
、
ソ
連
体
育
最
高
評
議
会
は
L
S
I
の
書

記
局
デ
ブ
リ
ー
ガ
ー
に
ペ
ル
ギ
ー
と
の
交
流
を
申
し
入
れ
「
労
働

者
ス
ポ
ー
ツ
統
一
」
、
「
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
、
「
反
戦
」
の
た
め
の
共

闘
協
定
を
提
案
す
る
（
書
簡
聖
二
、
四
四
）
。
同
年
二
一
月
一
日

プ
ラ
ハ
で
開
催
さ
れ
た
L
S
I
加
盟
国
会
議
に
ソ
連
体
百
最
高
評

議
会
か
ら
シ
冒
ル
ダ
ク
を
招
き
、
ソ
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
L
S

I
参
加
と
両
イ
ン
タ
ー
統
一
会
議
の
モ
ス
〃
ワ
で
の
開
催
に
含
意

す
る
。
ま
た
、
L
S
I
側
も
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
・
労
働
者
オ
リ
ン

ビ
ヅ
ク
（
一
九
三
七
年
）
に
R
S
I
参
加
を
認
め
る
（
書
簡
五
二
）

　
L
S
I
側
は
、
こ
れ
ら
の
含
意
に
し
た
が
っ
て
一
九
三
六
年
一

月
以
来
一
〇
回
に
わ
た
っ
て
ソ
連
行
き
の
計
画
と
日
程
の
打
合
せ

連
絡
を
行
な
う
が
、
R
S
I
側
か
ら
明
確
な
返
答
が
得
ら
れ
な
か

っ
た
（
書
簡
四
七
、
四
八
、
）
。
R
S
I
側
は
、
ソ
連
体
育
最
高
評

議
会
、
R
S
ー
モ
ス
ク
ワ
本
部
、
プ
ラ
ハ
事
務
局
と
の
あ
い
だ
で

責
任
体
制
と
対
応
の
窓
口
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

L
S
I
受
け
入
れ
の
日
程
が
ま
っ
た
く
定
ま
ら
な
か
っ
た
。
最
終

的
に
L
S
I
の
ド
イ
チ
ュ
と
プ
ラ
ハ
事
務
局
の
ア
ク
サ
、
・
、
ヅ
ト
が

日
程
調
整
の
た
め
七
月
七
日
に
会
う
こ
と
を
決
め
た
が
（
書
簡
五

〇
）
、
両
イ
ン
タ
ー
執
行
機
関
の
あ
い
だ
で
の
連
絡
は
こ
れ
で
終

っ
て
い
る
。
一
九
三
六
年
六
月
一
五
日
付
で
S
A
S
I
会
長
ド
イ

チ
ュ
か
ら
デ
ブ
リ
ー
ガ
ー
に
宛
て
ら
れ
た
手
紙
（
書
簡
四
九
）
の

末
尾
に
デ
ブ
リ
ー
ガ
ー
が
青
イ
ン
ク
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
き
込
ん

で
あ
る
。
「
コ
ム
ニ
ス
ト
と
契
約
を
結
ぷ
の
は
不
可
能
と
い
う
感

が
あ
る
」
。
こ
の
；
一
冒
に
R
S
I
と
の
断
裂
の
深
さ
が
あ
ら
わ
さ

れ
て
い
る
。

（
1
）
　
O
．
Ω
籟
昌
o
『
ゴ

　
ー
目
“
o
H
目
里
庄
o
自
讐
－
9

（
2
）
9
彗
o
P
ω
ω さ

－
閏
～
o
ω
o
N
ざ
－
5
ま
8
一
一
〇
＞
｝
o
斥
害
－
㎝
勺
o
具
．

巾
；
o
q
o
．
』
’
ω
ω
．
伽
－
令

．
N
l
o
、
な
お
、
ゲ
ン
ト
で
の
開
催
日
に
つ
い
て
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は
不
明
。
団
．
匝
、
コ
℃
姜
彗
o
里
団
．
＞
．
宝
雪
壬
＝
尻
o
葭
一
ス
o
崔
＝
匡
鳥
o
匡

　
＝
冨
胃
8
睾
売
o
月
曽
≡
竃
一
…
国
混
α
o
焉
『
〇
一
含
碧
g
一
「
自
団
塞
く
‘

　
天
o
宙
〔
＝
匡
緕
o
目
o
i
H
匡
回
＝
匡
緕
＝
匡
H
0
℃
＝
凹
月
宝
o
＝
凹
自
一
〔
■
H
卓
｝
。
で
は
一

　
九
＝
二
年
七
月
と
し
て
い
る
。

（
3
）
　
ρ
Ω
〇
一
5
H
芦
血
げ
血
目
ρ
P
ω
ω
一
－
o
－
－
H
．

（
4
）
－
∪
昌
募
一
ど
ぜ
o
斗
自
■
｛
ぎ
享
戸
雰
『
冒
岩
農
．
ω
o
o
．
3

　
－
α
ω
‘

（
5
）
一
U
．
ω
壷
ま
O
曇
U
ざ
＞
・
げ
睾
彗
尼
手
H
ま
彗
冨
“
｛
O
；
－
彗

　
一
〇
～
o
I
－
o
o
o
〇
一
－
『
＞
ユ
〕
o
岸
胃
片
自
岸
自
『
一
與
一
苧
O
‘
ω
．
o
ひ
1

（
6
）
ξ
ま
箒
・
－
H
胃
篶
・
9
目
P
軍
o
巨
8
二
書
胃
昌
o
く
o
旨
彗
q
－

　
巨
■
晒
昌
O
鶉
　
向
冨
↓
彗
＞
旨
①
－
註
『
－
ω
O
O
ユ
ー
内
O
目
σ
q
屋
窃
窃
　
嘗
一
〕
σ
q
O
－

　
『
巴
詩
■
彗
自
ご
1
自
目
ら
ま
．
－
凹
目
自
胃
ε
昌
豊
－
竃
印
．
ω
ω
．
ま

　
1
ω
o
o
．

（
7
）
　
曽
一
H
－
冨
旨
實
昌
串
目
P
　
宙
－
顯
．
〇
一
ω
一
N
㎞
　
自
■
o
　
U
．
ω
寄
ま
－

　
げ
0
H
0
q
一
P
串
　
O
－
ω
．
o
、
．

（
8
）
　
ソ
連
を
の
ぞ
け
ぱ
六
〇
万
人
対
六
万
人
で
あ
っ
た
。

（
9
）
－
－
－
Ω
多
夢
〇
一
き
ト
冒
o
キ
σ
o
ま
・
－
○
｛
冒
官
邑
o
岩
員

　
崖
目
内
岩
琴
9
彗
蜆
急
H
Ω
鶉
o
ヴ
庁
軍
o
o
g
＞
H
げ
o
岸
實
岩
實
｛
σ
o
・

　
奉
晶
O
目
σ
目
一
宍
0
＝
－
＝
　
］
O
凄
1
く
鶉
O
巨
篶
冨
O
｝
－
H
葦
旨
葦
O
＞
畠
O
筥
巴
〕
O

　
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
一
九
二
一
年
三
月
六
目
に
は
第
一
回

　
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
労
働
者
オ
リ
ン
ビ
ヅ
ク
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

（
1
0
）
　
O
．
Ω
o
自
o
『
F
與
　
顯
1
0
．
．
o
o
．
N
0
‘

（
1
1
）
　
夷
ω
H
一
ω
o
－
ユ
ま
ミ
o
o
｝
豊
一
：
：
：
P
芭
．
O
．
ω
ω
一
午

（
1
2
）
　
〇
一
Ω
o
自
實
戸
宵
－
曽
．
〇
一
ω
ω
一
N
ひ
1
N
N
．

（
1
3
）
　
甲
－
昌
∋
S
ヨ
昌
P
P
害
0
1
ω
ω
1
o
。
企
ム
蜆
一
〇
－
Ω
o
目
睾
F

　
里
．
苧
O
．
ω
．
N
N
．

（
1
4
）
　
ω
＞
ω
H
一
ω
o
ユ
o
｝
↓
皇
〕
雪
｛
o
目
H
く
．
内
o
目
宵
窃
蜆
N
自
葭
色
色
目
o
q
－

　
｛
o
冨
㎞
’
1
o
。
．
＞
自
岬
冨
“
－
竃
N
l
ω
ω
．
嘗
1
㎞
N
1

（
∬
）
　
㎞
．
く
o
昌
㎝
岸
N
自
冒
o
q
o
鶉
向
一
〇
斥
自
饒
く
斥
o
昌
津
o
鶉
ρ
宰
射
ω
H
一
－
㎞
一

　
、
一
N
0
1
H
く
0
H
．

お
わ
り
に

　
今
回
は
主
と
し
て
両
イ
ン
タ
ー
が
統
一
を
め
ざ
し
て
い
か
な
る

努
カ
を
し
て
き
た
か
を
そ
の
往
復
書
簡
に
見
ら
れ
る
か
ぎ
り
で
年

代
記
的
に
検
討
し
た
。
テ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ぱ
、
こ
の
統
一

へ
の
努
力
が
挫
折
し
た
の
は
、
L
S
I
指
導
部
右
派
が
体
制
内
化

す
る
杜
会
民
主
党
と
結
ぴ
つ
い
て
い
た
点
と
R
S
I
が
国
際
共
産

主
義
運
動
に
お
け
る
「
左
翼
的
」
偏
向
路
線
に
影
響
さ
れ
た
点
に

原
因
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
タ
ー
の
上
都
に
立
つ

社
会
主
義
イ
ン
タ
ー
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
、
各
国
杜
会
民
主
主
義
政

党
と
共
産
党
と
の
対
立
の
な
か
で
、
国
際
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動

が
難
波
し
た
と
見
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
今
回
は
そ
の
問
題
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
ス
ポ
i
ツ
組
織
を

政
治
組
織
と
直
接
結
び
つ
け
て
両
者
の
支
配
・
被
支
配
の
関
係
か

ら
全
体
構
造
を
把
握
す
る
の
が
テ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
の
方
法
で
あ
り
、
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こ
れ
に
は
さ
ら
に
実
証
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
テ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
は
政
治
挙
者
と
し
て
右
の
方
法
を
選
択
し
た

わ
け
で
あ
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
運
動
史
と
し
て
さ
ら
に
展
開
さ
せ
る

に
は
、
両
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
タ
ー
の
指
導
部
だ
け
で
な
く
、
加
盟
各

国
の
会
員
が
統
一
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
意
向
を
も
っ
て
い

た
の
か
調
べ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
今
後
こ
の
国
際
労
働
者
ス
ポ

ー
ツ
運
動
の
歴
史
か
ら
教
訓
を
引
き
出
し
て
い
く
た
め
に
少
な
く

と
も
つ
ぎ
の
資
料
的
な
作
業
が
心
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
第
一
は
、
ド
イ
ツ
だ
け
で
な
く
チ
ェ
コ
ス
ロ
ブ
ァ
キ
ア
、
フ
ラ

ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
北
欧
三
国
盾
ど
の
国
際
運
動
へ
の
取
り

組
み
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
第
二
は
、
ベ
ル
ギ
ー

社
会
民
主
主
義
政
党
と
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
と
の
関
係
を
明

ら
か
に
し
て
、
第
二
次
大
戦
後
の
国
際
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会

（
C
S
I
T
）
結
成
も
含
め
て
三
回
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
っ

た
ベ
ル
ギ
ー
の
位
置
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
ス
ポ
ー
ツ
運
動
に
た
い
す
る
方
針
に
つ
い
て
、

関
係
文
書
か
ら
系
統
的
に
「
指
導
」
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
作

業
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
基
礎
固
め
を
し
た
後
、
は
じ
め
て

往
復
書
簡
の
真
の
意
味
づ
け
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　
　
（
本
研
究
は
、
一
九
七
九
・
八
O
・
八
一
年
度
文
部
省
科
学
研
究

　
　
費
に
よ
る
「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
比
較
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で

　
　
あ
る
。
な
お
、
資
料
収
集
に
あ
た
っ
て
援
助
を
い
た
だ
い
た
ド
イ
ツ

　
　
学
術
交
流
会
（
D
A
A
D
）
に
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
の
意
を
あ
ら

　
　
わ
し
て
お
き
た
い
。
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（
一
橋
大
単
助
教
授
）
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